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炭田地域における石炭組織学的研究とその必要性について

藤井敬三(燃料部)

米谷宏(技術部)東出則

昭(早稲田大学)

1まえがき

石炭と石油とは水と油のように全く異質の根源物質か

らなるエネノレギｰ資源で石油は海成の動物(プランクト

ンを主)を根源とし石炭は植物を根源物質とすると考

えている人カミ案外多いのではないだろうか.

しかし最近では石炭･石油は植物群に由来する堆

積性の有機物がおも扱楓源物質であると考えている人が

多い.ときには一度堆積した古い堆積物が削られて運

びこまれその中の有機物カミ根源物質に加わる場合もあ

る.石炭と石油生成との別れ道は植物の種類または

植物を構成している部分の差異に起因し石油を生成し

やすいもの石炭を生成しやすいものとに分けられるこ

とがわかってきている.植物性の有機物は3つに大別

される

第1のグノレｰプは藻類のように低分子の糖類脂質アミノ

酸など比較的低分子の脂肪族からなるアルギニット･タイプの

もの
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第2のグノレｰプは花粉･胞子のようなクチン質にとむものや

樹脂質にとむエクジニット･タイプのもの

第3のグノレｰプは木質の主成分であるセノレロｰズリグニン

などに由来するビトリニット･タイプのものに分けられる

堆積性のこれらの有機物カミおもに温度時間などの物理

条件の変化のもとで変成作用をうけ次第に熟成されて

いく.石油は第1と第2のタイプの有機物から生成さ

れやすく石炭は第3のタイプのものから生成されやす

い.ここで重要なことは有機物のタイプの区別と有

機物の変成度つまり熟成度を指示する指標として石炭組

織学が大きく寄与していることであり今後石滴石

炭のみならず天然ガス探査にとって地化学的手法とと

もに石炭組織学的研究が重要になってくると思われるの

でここではこうした最近の研究の経緯と私たちの若

干の研究成果についてのべたい.

�

2宿炭および宿炭組織学と宿泊探鉱

との関連について

石油と石炭とのかかわり合いは意外と古いのである.

Vムss0YEYIc亘(1976)によればソビエトのLo皿0N0s0Y

はすでに1776年に石炭は植物(有機)物質から生成さ

れ石油も植物に由来し石炭･石油の生成のおもな要

因は熱であることをのべている.

しかし一般に私達にとってよく知られているのは

1912年のW亘I肥の炭比説(C･｡b㎝珊tioTh･･｡y)である.

この説によると石油の賦存性は無水･無灰基での固

定炭素(%)に関係が深くその含有量が62～65%に達

するともはや石油の賦存は期待できないとしこのパｰ

センテｰジをもって経済規模の石油の“deadline"とよ

んでいる.L州D酬(1967)はこの方法を改良し無水･

無灰基での固定炭素(%)に発熱量を組み合せて石油相

石油･ガス相ガス相荏どの炭化水素鉱床の賦存条件を

きめる指標とし同時に石炭組織成分の一つであるビト

リニットの反射率の石油探査にとっての有効性を論じて

いる(第1図).

そして1969年にVAssOY酊Ic亘ほかかビトリニッ

トの反射率と石油生成との関係を明らかにしその平均

反射率(油浸)が約α5%に達すると石油根源岩中で石

第1図炭素比と石油･ガス産状との関係(LANDEs1966)
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油生成カミ始まり平均反射率O.7～1.0房で石油生成は

ピｰクに達し平均反射率が1.3%以上になると石油生

成は次第に衰えて停止しメタンだけとなることをのべ

ている.このことにより石油･天然ガス探査に対する

石炭組織学の応用が明確に位置づけられた.

またGUTJ畑R(1966)OTTENJANNほか(1969)は石

炭組織成分の一つであるスポリニットの螢光性を研究し

ビトリニットの反射率と対応させ螢光性カミ炭化水素の

熟成度の有効た評価基準であることを示した.

このように1960年代以来石炭組織学的研究カミ炭化水

素の熟成度評価基準のパラメｰタｰとして重要視される

ようになった(第2図).

1970年代に入ると陸源の有機物が堆積性有機物とし

て石油根源岩中に含まれていることカミ予想されるように

なりまた逆にTEIc剛眈L囲(1973)は石油の原材料様

の物質を石炭中に発見すると同時に石炭化度の異なる

石炭についてビトリニットの反射率とノノレマノレパラフ

ィンとの関係を調べ高揮発分の歴青炭での両者の関係

が充分熟成した石油根源岩中の有機物のそれと似ている

ことを指摘している.そしてDU趾N皿&EsPIT蛆IE

(1976)により海成層中に含まれる石油の根源物質とし

て重要視されているケロゲンはビトリニットエクジ

ニットおよびイナｰチニットからなる石炭組織成分が数

%から10%以上もあり他の部分はこれら組織成分をセ

メントしているものでおもに陸源の植物に由来チると

推定される例が報告されている.

さらにPow肌Lほか(1976)は有機物のノノレマノレパラ

フィンの分布パタｰンは堆積環境と関係カミあり海成の

環境下の有機物のノノレマノレパラフィンはCユ7～C20にピ

ｰクがありアルギニットに起因すると考えられるのに

対し陸成の環境下のものはC23～C2?にピｰクカミあり

ビトリニットおよびエクジニットに起因すると推定

しA㎜T(1978)も同様のことを指摘している.

このよう･に海成層中の有機物中に石炭の組織成分

または陸源の植物物質カミ合まれそれらが石油およびガ

スの生成に大きく関係していることも報告され(SH…o･

･･勿必19781C･M･〃&Mム･肌…1978)石油探査に際

し石炭の組織成分が有機物熟成度の評価基準としても

また石油の根源物質としても重要視されるようになっ

てきている.

しかし日本ではまだこの種の研究は少なくしかも

日本炭は外国炭と比べか恋ゆ物理的･化学的性質が異た

る.この理由として組織成分比組織成分の物理･化

学的性質カミ異なることによることカミ予想される(佐々木

1967:石炭技研1973:藤井ほか1978).したカミって北

海道およびその周辺海域における石油およびガス探査に

とって北海道の石炭組織成分の研究が重要な問題にな

ってくることを想起し釧路炭田地域特に太平洋炭鉱

を中心として石炭組織の特徴ビトリニットの反射率

エクジニットの螢光性および地化学的にみた石炭化度

石炭組織とノノレマノレパラフィンの分布パタｰンの関係な

どについてのべたい.
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3地質概要

釧路炭田地域は北海道の南東部に位置し

十勝支庁東縁部から釧路支庁一帯にわたって

太平洋年面して分布しさらに一部は太平洋

海底下に拡がっている.ここでの試料は第

3図のごとく太平洋炭砿･旧栄和炭砿･旧庶

路炭砿･旧音別炭砿･旧本肢炭砿･旧雄別炭

砿などから採取された.

これらの各炭砿はすべて古第三系漸新統中

下部の浦幌層灘中に賦存する.浦幌層灘は

下位から別保層･春採層･天寧層･雄別層･

双運層･舌辛層および尺別層からなる.こ

のうち爽炭層は春採層天寧層雄別層およ

び尺別層である(馬淵1962).

4宿炭組織･;石炭化度と炭質との

関係について

従来炭質のパラメｰタｰとしておもに無

水･無灰基での揮発分発熱量粘結性など

第2図石炭化度およびそのパラメｰタｰと炭化水素相との関係(Sエム｡H功必1975)�



一20一

1～書1享岬･

1帥鴨凹茸箒二1咀

十

苫VU目ET5uMIHE

�

1肥｡1=

岬鉗

∵

宇

亭

“

〆ψ

鯵･･

Y｡肥柵

…㌻鮒

第3図試料採取位置図

カミ世界各国で用いられてきた.ただし日本炭の場合

燃料比として固定炭素と揮発分との比をパラメｰタｰ

の一部に加えている.ここでの試料はいずれも非粘結

性の亜歴青炭に属するものなので無水･無灰基での揮

発分および発熱量と石炭組織成分および石炭化度との

関係を調べた･なお試料作成方法は藤井ほか(1978)

にしたがった.
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第4図無水･無灰基(d1a.f.)での揮発分と発熱量との関係

図図中の番号は試料番号(第3図参照)を示す

㍗

紬緬榊

1)揮発分および発隷鐙と宿炭

化度との関係

各爽炭層の平均試料の無水･無灰

基での揮発分と発熱量を求め第4

図にプロットした.この図中Aか

らIまでの互いに線で結ばれた試料

番号のうち左上の試料番号は炭層

の平均試料を意味し右下の試料番

号1392013457056105

率メ㌧貫葦㌶ζ簑鮒同{よ貢そ

同一の炭層から採取したおもにテリ

ニット･コリニヅトからなるビトリ

･L⊥｣㎞ニットである.したがって互い

に線で結ばれた各点の試料は同一

炭層･同一地点で産出するものであ

るから2つの試料は温度･圧力

･時間など同一の物理･化学的条件のもとで続成および

変成作用をうけてきたもので当然それぞれの石炭化

度は等しいといえる.

これら9つの線の平均角度は32.6｡で最大および最

小を示す負度と平均角度との差は約3｡で全体として

よくまとまった値を示している.そこでこの平均角

度32.6｡をこの釧路炭田地域の等石炭化度の横軸(揮発

分軸)に対する勾配とみなすことにする.

ここで問題となるのは石炭化度の進む方向であるカミ

ｰ殻に石炭化度が増すと石炭の発熱量は高くなり揮

発分は低く在る.したがってここの例のような亜歴

青炭の場合この範囲程度内の石炭化度炭にあっては

石炭化度が増すと等石炭化度線は右上方に移動するこ

とが予想される(佐々木1967).

つぎに石炭化度の指標としてビトリニットの反射率

スポリニットおよびレジニットの螢光性を用いた.

(1)ビトリニットの反射率について

測定法はビトリニット･グノレｰプの細胞組織のみられ

ないコリニットの反射率を通常では1試料あたり100点

測定しその平均をもってその試料の反射率としている.

しかしここで取り扱っているような低石炭化度炭の場

合コリニットカミ極端に少荏く特に日本炭に特徴的放

石炭組織成分の一つである微細な破片からなるデグラデ

ィニットの多い石炭の場合純粋のコリニットはほとん

ど狂いといってよい.そこでデグラディニットの含

有量約50%の石炭について測定しうる最大の測点数

(約20点)を基準として1試料あたり20点測定しその平

均をもってその試料の反射率とした.しかしデグラ�
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ディニットの多い一部の試料についてはコリニットカミ非

常に少なく測定不能であるものもあった.

第5図上部に揮発分･発熱量ダイヤグラム上にプロ

ットされた試料と同一試料の反射率(油浸)のパｰセン

テｰジを記した.同図上部において等石炭化度線

(X-Y軸)に直交する方向す匁わち叉→Z方向に

石炭化度が増加することが予想されるので同図下部に

X-Z軸に平行にXしZ'軸X-Y軸に平行にX｣

Z1軸をもつ新しいダイヤグラムを作成した.そして同

図上部中の各点をX-Y軸に平行にその反射率に応じて

同図下部にプロットした.

ここで亜歴青炭のようだ比較的低石炭化度炭の場合

反射率の変化は石炭化度の変化とほぼ正比例の関係にあ

る(C.s｡｡｡o&S｡蛆醐1974).したカミって第5図下部

にプロットされた点は直線にのると仮定し最小二乗法

により直線つまり理論反射率を求めた.ついで実

際の測定値と理論反射率値との差を求めその差を理論

反射率値で割り測定値の理論反射率値に対するずれの

比を求めた.

このずれ比について標準偏差を計算したところ5.57%

と柱った.したがって約10%以上の反射率の差カミあ

れば石炭化度の差異があるといってよい.

ここで注意を要することは一般にX→Z方向に反射

率は増加するカミデグラディニットの含有量が増すと

コリニットと思われても多少細胞組織が残っている場

合カミ多く大きさも著しく小型になり反射率の値も低

くなり特にデグラディニットが50%以上になるとコ

リニットはほとんどなくなり反射率測定そのものが不

可能になってくる.

(2)スポリニット･レジニットの螢光性1二ついて

一般的に石炭中に花粉･胞子･樹脂などが含まれてい

る場合励起されたある短波長の光をそれらにあてると

それらはある特有の波長の光を発する.そしてそれ

らの螢光スペクトルの最大光度を示す波長カミ石炭化度の

進行とともに長波長方向へずれていく(G･･皿1967)こ

とか知られている.以下に現在地質調査所において

行っている測定方法を説明しよう.

螢光性の測定にはライツ製自動測定用顕微分光光度計

MPY2を使用している.その原理は第6図のよう

に光源の超高圧水銀ランプの光は励起フィノレタｰを

通過して365ナノメｰタｰの単色光となる.この光が

前述の物質上に落射されるとそれらの表面からその物
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第5図

無水･無灰基での揮発

帖舳一川.分･発熱量と反射率と

^軌[の関係図

川･川図申の数字は反射率の

｡舳酊IEパｰセントを示す

また破線は等反射率

線を意味する
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第6図

1超高圧水銀ランプ

2電力供給安定装置

3励起フィルタｰ

4ダイヤロック鏡

5サンプル

6対物鏡

7MPV筒

8測定絞り

�

9連続干渉フィルタｰ

10光電子増倍管

11X-Y記録装置

12測定照明用変圧器

13連続干渉フィルタｰ用

制御装置

14光電子増倍管用

高電圧供給装置�
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頁特有の螢光を発する.この螢光は自動干渉フィルタ

ｰによって分光されその光度は連続的に測定される.

この場合研磨片中の花粉･胞子からなるスポリニッ

トおよび樹脂からなるレジニットの螢光性の測定を行っ

た.エクジニット･グノレｰプの含有量のもっとも多い

試料ではスポリニットを約60個レジニットを約30個測

定できた.しかし通常の試料の場合スポリニット

'レジニットの含有量は1個の研磨片内でそれぞれ15な

いし20個程度であり個々の最大光度を示すときの波長

の平均をもってその試料のスポリニットおよびレジニッ

トの螢光波長とした.

まずスポリニットの螢光性の測定結果をのべると

第7図上部に無水･無灰基での揮発分･発熱量ダイヤ

グラム上にプロットされた試料と同一試料のスポリニッ

トの螢光波長を記した.この場合でも螢光波長は石

炭化度の変化とほぼ正比例関係にあり石炭化度カミ違む

につれ鐙光波長は長波長にずれる(G｡｡畑｡,1973)ので

第5図下部を作成したのと同様の手法で第7図下部にプ

ロットされた各点は直線にのると仮定し理論螢光波長

線を求めた.つぎに実際の測定値の理論螢光波長値

に対するずれの比の標準偏差を計算したところO.72%

となった.このことはO.72劣程度の誤差が生ずること

を意味するので約1･5%以上の差カミあれば石炭化度に差

異があるといってよい.'したがってここでの場合

スポリニットの螢光波長は493～526ナノメｰタｰたの

で約8ナノメｰタｰ程度の差があれば石炭化度に有意

の差があるといってよい.

つぎにレジニットの鐙元性の測定結果をのべる(第

8図).スポリニットの場合と全く同様の手順で標準

偏差を求めたところO,9形となった.このことは約

2%以上の螢光波長の差があれば石炭化度の差異があ

るといってよい.ここでの場合レジニットの螢光波

長は484から520ナノメｰタｰなので10ナノメｰタｰ

程度の差があれば石炭化度に有意の差があるといって

よい.レジニットの螢光性はこれまでほとんど研究さ

れてい校がった.つまり化学的･物理的性質に差異

があるので螢光性のばらつきが多くなり石炭化度の指

標になりにくいと考えられていた(G｡〃肌.1973).し

かし今回の結果から狭い地域を取り扱う場合には

レジニットの化学的･物理的性質が類似しているため

その螢光性にばらつきカミ少いと考えられる.

2)揮発分および発熱量と石炭組織成分との関係

この地域の炭層の石炭組織成分の特徴はビトリニッ

ト･グルｰプ(コリニットテリニットデグラディニット)

が95.5%をしめエクジニット･グルｰプ(スポリニット

クチニットレジニット)は3%イナｰチニット･グル

ｰプ(スクレロチニットフジニット)が1.5%にすぎな
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い.すなわちビトリニットのマセラルの組成カミ炭質

と大きく関係していることがいえる.

ビトリニット･グルｰプに属するマセラルはテリニッ

トコリニットおよびデグラディニットからなるがテ

リニットおよびコリニットは植物の木質部に由来するも

ので化学的･物理的性質は互いに似ているがデグラ

ディニットは著しく異なる(S･蝸功αZ,1975).そこ

で無水･無灰基での発熱最･揮発分ダイヤグラム上に

プロットされた同一試料についてデグラディニットの

マセラノレの総量に対する比をとってダイヤグラム上に

そのパｰセントを記した(第9図).

この結果デグラディニットの含有量は揮発分およ

び発熱量に関係するが揮発分とより深く関係している

ことカミ読みとれる.ここでデグラディニット含有量

と揮発分･発熱量との定量的関係を考えてみよう.

第9図の上部でX-Y軸は前述した等石炭化度線に

平行する基準線とする.X-Y軸に直交するX-Z軸

をとりデグラディニットの含有量を検討してみると

含有量はX-Y軸方向に変化しているようである.そ

こで同一の含有量の方向はX-Y軸に平行であると仮

定して作業を進めた.

まず第9図下部に上部のX-Y軸と平行に

XLY■軸をとりデグラディニットのパｰセンテ

ｰジのきざみを入れ石炭化度の場合と同様の手法

でプロットした.ここで点の分布が右下りの直

線状なので直線にのると仮定して最小二乗法で

直線を求めた.この直線から逆に20房から50%

まで10劣きざみにデグラディニットの理論含有量を

第9図上部に直線で図示した.

この図の意味することは等デグラディニット線

の揮発分軸に対する勾配は約6びで急である.

このことはデグラディニットの含有量カミ変化す

ると揮発分は大きく変化する.したがってデ

グラディニットはテリニヅト･コリニヅトとは化学

的性質がか粧り異なりより揮発分にとみかつ発

熱最カミ高いことがいえる.

4デグラディニットの化学的性質につ

いて

以上のごとくデグラディニットの含有量によっ

て炭質は非常に変わる.デグラディニットは日本

炭の特異な組織成分であり国際石炭組織学会の用

語として認められているが(Int.rnation.1Committee

forCoalPetro1ogyNomenc1at皿eSub-Committee1963)

国際的狂マセラル分類表には入っていない.従来

デグラディニット陣おもに植物の木質部が微細に崩壊し

たものに由来しビトリニットに含まれてきたがその

化学的性質はほとんど研究されなかった(佐々木1967).

一般に有機物質の石炭化作用による化学組成変化を

知るにはH/c-0/c原子数比ダイヤグラムを用いて図

示する(｡州K醐｡剛｡｡1961).今回用いた試料のうち

11個について元素分析を行い第10図にその結果を記し

Y州K脇平皿週Nの図に重ね合せた.V印はテリニット

･コリニットからたる試料を意味しほかのプロットさ

れた点の数字はその試料に関するマセラル総数に対す

るデグラディニットのパｰセンテｰジである.この結

果をみるとデグラディニットの含有量が25%になると

Y畑K囲Y剛酬のビトリニットの化学的性質の枠からは

み出しより高いH/c原子数比を示すように狂る.

そしてV印で示されるデグラディニットを全く含まな

いテリニット･コリニヅトからなる試料の分析結果では

H/c原子数比は約｡.75である.デグラディニット含

有量とH/C原子数比との関係はデグラディニットが

25%でH/c比は約｡.8550%で約0.95となる.つ

まりデグラディニットの含有量カミ50%増すとH/C

原子数比は約O.20増すことが読みとれる.したがっ

てもしデグラディニット含有量が100%に達したとす
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第10図H/C-0/C原子数比ダイヤグラム上でのマセラルおよびデグ

ラディニット混合物との関係図

マセラル(W冊mITEEXINITE)の化学組成変化はYムN

K脳v肌酬(1961)によるV印はテリニット･=!リニットか

らなるビトリニットの試料の化学組成数字はデグラディニッ

トのマセラル総数に謝するパｰセントを示す

るとH/c原子数比は約1.20に達することカ…予想され

デグラディニットの化学的性質はエクジニットのそれに

近似することカミ予想される.

日本炭の特徴は欧米炭に比べ一般に揮発分と発熱量

カミ高いことが知られているが(佐々木1960;石炭技研

1973)これはデグラディニットの存在によるものであ

ることカミ推定される.

5ノルマルパラフィンの分布パタｰン

と;石炭組織成分との関係について

これまでのデグラディニットの化学的粋性を考慮して

デグラディニットとテリニット･コリニットとのノルマ

ノレパラフィンの分布パタｰンの比較を試みた.試料は

春採爽炭層本属炭を用いた.

試料番号5556は旧本肢炭砿坑内の同一地点から

採取されたものでNα56が純粋のコリニット･テリニ

ヅトからなるものである.第13図のごとくNσ55の石

炭組織分析結果はコリニット･テリニット55.2%:

デグラディニット50.4%である.

試料番号79253444はいずれも太平洋炭砿か

ら採取されたものである.太平洋炭砿は北酉一南東

方向で傾斜カミ南西へ4～5｡の同斜構造をなしおもに

春採爽炭層本層が採掘の対象となっている.同爽炭層

本層は一つの閉じた炭田堆積盆を形成し堆積の中心か

ら周辺部にむかってNσ9→7→25→34⇒44→29の順で

位置しデグラディニット含有量もこの順で減少する

(第1112図).

デグラディニットはミクロン単位の小さい粒子からた

りテリニット･コリニットや他のマラセノレを充填した

りそれらを取りこんだりしている場合が多いのでデ

グラディニットを純粋に取りだすことは不可能に近い.

一般に石炭組織成分を濃集するには塩化亜鉛溶液による

比重分離法がよく(D｡｡岨｡｡勿α乙1957)デグラディニ

ットについてはエクジニットと同比重とみたしてこの

方法にしたカミった.まず比重1.25の塩化亜鉛溶液

によって石炭試料を浮遊物と沈澱物に分けつづいて

その沈澱物を比重1.35の塩化亜鉛溶液によって浮遊物

をうる.この結果比重1.25以上の浮遊物には比

重1.25から1.35にわたるものに比ベデクラディニッ

トが10%以上も多く濃集した.

ノノレマノレパラフィンの分析はガスクロマトグラフによ

って行なわれNα55とNα56とを比べた場合Nα55の

全ノルマルパラフィン量が5倍も多くCPIも高く

一･堆乎/

ノノレマルパラフィン分布パタｰンでピｰク位置がC2g

C31にあるのに対しNα56ではピｰクの位置がC18に

ある.つまり同一の石炭化度であるにもかかわらず

組織成分の差異で化学的性質カミ著しく異なることがいえ

る(第13図).

試料7～44のノノレマノレパラフィンの分布パタｰンは

全体としてC21～C31の重い成分の奇数炭素数分子が

多く特にC2gC31に第1のピｰクがありC23

C25に第2のピｰクカミみられる.CPIは2-5～3.0

である.水平的変化を考察すると分析数が少ないの

ではっきりとはい完荏いカミデグラディニット含有量の

多いもの(比重<1.25)と少たいもの(比重1.25～1.35)

とでノノレマノレパラフィンの量比に差が生じ堆積盆の中

央部ではほぼ1:1であるが周辺部にむかってデグラ

ディニットの少ない方のノノレマルパラフィン量が減少す

る傾向が認められる(第14図).

このよう狂組織成分の水平的差異はビトリニット反

射率にも反映し堆積盆の中央部では小型のテリニット

･コリニットカ…多く反射率が低く周辺部においては

大型のテリニット･コリニットが多くなり反射率も高

くなる.�
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6むすび

石炭の組織成分は有機物熟成度の評価の指標として用

いられてきたが最近では石油根源岩中にも含まれ

石油およびガスの生成にも関与しているらしいことがい

われている.

ここでは釧路炭田地域をとりあげ石炭化度と石炭

組織成分の化学的性質について検討した.

この結果釧路炭田地域に賦存する亜歴青炭ではビ

トリニットの反射率は約O.55～0.65%でありスポ

リニットの螢光波長は約490～520ナノメｰタｰレ

ジニットの螢光波長は約480～520ナノメｰタｰであ

ることカミわかった.特にスポリニットの鐙元性が石

炭化度の指標として有効であることカミ棒められまたレ

ジニットの螢光性カミ指標として使えることがわかった.

つぎに当地域の石炭組織成分はビトリニットが約95

%をしめそのマセラノレはコリニット･テリニットおよ

びデグラディニットである.デグラディニットは日本

炭を特徴づけるマセラノレでコリニット･テリニットに

比べ揮発分にとみ発熱量が高く水素含有量が多い.

またデグラディニットはコリニット･テリニヅトに比

ベノノレマノレパラフィンの全抽出量も多く同一の石炭

化度でもノノレマノレパラフィンの分布パタｰンおよびそ

のCPIも異なるようである.デグラディニットの含

有量が約30～45%の場合ノノレマノレパラフィンの分布

＼
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第11図

､,,太平洋炭鉱における泰採爽炭層本層の等層厚線図およ

び試料採取位置図

品白丸印は試料採取番号黒丸印は層厚(Cm)を示す
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第12図

等デグラディニット含有量線図

図中の数字はデグラディニットのマセラル総

数に対するパｰセントを意味し大きい黒丸印

はノルマルパラフィン分析試料採取地点を示す
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パタｰンはC2gC31にピｰクがみられCPIは2.3

～3.4であるのに対しコリニット･テリニットでは

C18C1gにピｰクがありCPIは2.1であった.

このように石炭組織成分により化学的性質がかなり異

なり釧路沖での石油根源岩中にもこのようた石炭組織

成分が含有されている可能'性があるので石油およびガ

スの探査に際し石炭組織成分の化学的･物理的性質に

充分注意を払う必要カミあると思われる.

最後に本研究に使用した試料の採取に際し太平洋炭砿株式

会社釧路鉱業所の各位の御高配にあずかった

特に同所の藤野俊郎技師長･伊藤和之計画課長･計画室の佐

藤松男氏に深く感謝の意を表する
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第13図

No.55-No.56のノルマル･パラフィンの分布バタｰン

実線はNo.55の分布パタｰン破線はNo.56の分布パタｰンを示す最上

部は両試料の組織分析結果(C0ムムはヨリニット丁亙Zはテリニヅト1)亙G

}まデグラディニット五Xはエクジニット1WE灰丁はイナｰチニットを意味し

数字はそれぞれの含有量を示す)および反射率(R/)を示す図中の上部は両

試料の全パラフィン抽出量とCP工の値を示す�



一置27一

仁O[Lユ〒EL�oE6�帥�lNE鮒日i�COLL艮昨L匪eN9{36〕�E1�1}帥↑�日,��

一〇､｢他�一〕�28�1S9������

4一､3�44.4�6.8�1,5�{1.25�4.�4.3�29��

笱���伉����

62.O�33.1�32�16�1.25-1.35�66,8�28.9�2〕�2.6�

���㌵�����

500�P^R岬FINCONτENτ1川19,���500�����

���〔PI�灼勺�P^日^1=1=IN����

代����CO"τ訓π州'O,��仁P1���

く125�686��=.4�く125�1692�2.6���

125-1コ5�9`.9��2.3�一25-135�165フ�3,O���

������

����������

������一�1��

��ヌラ��←�1����

������･1�1�1�守

������11�1一��

��1･'����1一�1��

����伉����

��1.��9.■6�1I����

������

�ダ���'�11����

����亨�.一�1:���

�����

�����

�ケ4��.�6�����

���19�6�合����

�����

�������

■���■1������

������

���さ������

05����α5�1.､����

����1､�����

����■�����

����匂�����

φ����1も�����

�����

������

�����㈶�〉������㈶�〉�

COLL&τEL�DEG�Eヌ�川ER下R一�COLL&τELOEG�EX�一NERτ�R{��

No.ヨ4�585`80〕�3フ9�29�N463.1{5.η34.1�50����

く125503�μ7�]1�19�く12555フ398�36�10���

1■…■"E后ム3�コ20�16�1､�125･1.5655コOg�1､コ�,]���

��

㎎'o

汯�

5月

�伀

��

��

12ヨ■135

�㌀

1.｡言1子;｡

い

∠

身

㌲���㌀

P^R^戸FIN

CO･τE･吹19〕〔PI

l･“･1モ

��㈶�

言

9声一

1'､'6

�

コ091,3

P^R^E戸1N

⊂㎝τENτψ910〕〔P1

12ヨ.5ヨ4

“.02,5

仁OLL且一EL

��

州9

守

��　

��

����

1｡二子;｡

争｡

｡'6

含

戸!･

き

星

2コ

0ECE^川舳～

�伀

��

��

･､善

心'

夕･善

〆

〆

��

灼'o

��

�伀

�　

��

��

｡織｡

守

織

1.｡書1{ξ｡

�

�

�㈬��〳

P{R^1=1=一利

eO"τE■ψOlgl〔PI

1ム1425

����

10141国222630

〔{880一帖0}国E日i1､一･一{附F1閤
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実線は各試料の比重1.25より軽いもの
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マルパラフィンの分布バタｰン

破線は比重1,25からユ､3§㈲ったる重いものの分布パタｰンを示す各図中の数学は比重の重いも

のと軽いものの組織分析結果反射率全パラフィン抽出鑑と｡P夏を諒す放おヨリニツト･テリニヅトの組織分析結果の()の中の数

字は50ミクロン以上のコリニヅト･テリニヅトを意珠する
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